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全力を出し切った運動会 

●健康で百歳を迎えるために 
　平成16年度「健康寿命延伸事業」……………Ｐ2～3 
●描こう　明るい未来 
　第三次西会津町長期総合計画の策定に着手…Ｐ4～5 
●「交流物産館　よりっせ」がプレオープン…Ｐ6 
●不在者投票が「期日前投票制度」に替わり、 
　投票がしやすくなりました……………………Ｐ8

　5月23日、野沢小学校の運動会が開催されま 
した。 
　｢野沢っ子　勝利を決めるその1点｣を合言葉 
に、166人の野沢っ子が勝利を目指し、各種目 
に全力で取り組みました。 
　また、赤組・白組ともそれぞれに趣向を凝ら 
して全力で応援し、選手に力を送っていました。 
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【日本人の平均寿命と健康寿命】 
0 74.5 80.9 （歳） 

平均寿命 

健康寿命 寝たきり 
痴呆など 

               　
町
で
は
、
昨
年
十
月
に
「
百
歳
へ
 

の
挑
戦
パ
ー
ト
Ⅲ
」
を
開
催
し
、
全
 

町
民
が
健
や
か
に
生
き
が
い
を
持
っ
 

て
暮
ら
せ
る
健
康
の
町
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
東
北
大
学
大
学
院
辻
一

郎
教
授
の
指
導
の
も
と
、
「
健
康
寿

命
延
伸
事
業
」
に
取
り
組
み
ト
ー
タ

ル
ケ
ア
の
更
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の

推
進
を
宣
言
し
ま
し
た
。
 

　
健
康
寿
命
延
伸
事
業
と
は
、
平
均
 

寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
を
短
く
し
、
 

寝
た
き
り
や
痴
呆
に
な
ら
ず
、
い
つ
 

ま
で
も
健
康
で
、
生
活
の
質
の
面
に
 

お
い
て
も
満
足
で
き
る
期
間
を
少
し
 

で
も
伸
ば
そ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
 

す
。
〔
右
下
図
参
照
〕
 

　
ま
た
こ
の
事
業
は
、
昨
年
、
町
内

の
三
十
歳
以
上
の
方
全
員
を
対
象
に

実
施
し
た
「
生
活
習
慣
と
健
康
に
関

す
る
調
査
」
の
結
果
を
基
に
、
進
め
 

               て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

 東
北
大
学
か
ら
の
提
言
 

　
こ
の
調
査
の
結
果
、
平
成
五
年
の

「
健
康
の
町
」宣
言
か
ら
昨
年
ま
で
の

十
年
間
で
、
平
均
寿
命
が
大
幅
に
伸

び
、ま
た
脳
血
管
疾
患
も
半
減
し
、結
 

果
と
し
て
医
療
費
が
減
少
し
て
き
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
し
か
し
、
未
だ
道
半
ば
の
課
題
も
 

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
 

を
踏
ま
え
、
今
後
十
年
間
の
課
題
に
 

つ
い
て
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
 

【
総
合
的
な
喫
煙
対
策
の
充
実
】
 

　
六
十
歳
以
上
で
は
喫
煙
率
が
低
下
 

し
て
い
ま
す
が
、
特
に
三
十
歳
代
・
 

四
十
歳
代
で
は
男
女
と
も
全
国
平
均
 

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
 

　
喫
煙
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
は
、
 

肺
が
ん
の
増
加
だ
け
で
な
く
循
環
器
 

               系
疾
患
や
歯
周
疾
患
、
さ
ら
に
老
化
 

の
ス
ピ
ー
ド
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
な
 

ど
が
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
総
 

合
的
な
喫
煙
対
策
が
最
も
重
要
な
課
 

題
と
な
り
ま
す
。
 

　
ポ
イ
ン
ト
 

　
①
学
校
や
母
子
・
未
成
年
を
対
象
 

 
 
と
し
た
防
煙
教
育
等
の
実
施
 

　
②
禁
煙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、
禁
煙
 

 
 
希
望
者
へ
の
個
別
教
育
指
導
 

　
③
公
共
施
設
や
飲
食
・
娯
楽
施
設
 

 
 
に
お
け
る
分
煙
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 

 
 
の
作
成
 

　
そ
の
推
進
の
た
め
、「
喫
煙
対
策
推
 

進
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
す
。
 

 【
生
活
習
慣
病
（
特
に
肥
満
・
高
血

　
圧
・
糖
尿
病
）
対
策
の
充
実
】
 

　
か
つ
て
は
栄
養
不
足
（
特
に
動
物
 

性
た
ん
ぱ
く
質
）
に
よ
る
疾
病
（
脳
 

               出
血
な
ど
）
が
多
数
で
し
た
。
し
か
 

し
、
現
在
は
、
飽
食
が
疾
病
の
要
因
 

と
な
る
こ
と
か
ら
、
飽
食
・
肥
満
・
 

運
動
不
足
な
ど
に
対
す
る
新
た
な
健
 

康
づ
く
り
対
策
が
必
要
で
す
。
 

　
ポ
イ
ン
ト
 

　
①
栄
養
改
善
・
運
動
・
体
重
管
理
 

 
 
を
主
体
に
し
た
生
活
習
慣
改
善
 

 
 
の
た
め
の
健
康
教
育
 

　
②
家
庭
血
圧
の
測
定
、
在
宅
健
康
 

 
 
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
血
圧
の
 

 
 
管
理
 

 
③
身
体
運
動
の
活
性
化
に
向
け
た
 

 
 
取
り
組
み
の
強
化
 

【
検（
健
）診
の
新
し
い
体
系
の
整
備
】
 

　
検（
健
）診
受
診
率
は
大
変
高
い
で
す

が
、
ガ
ン
検
診
を
も
っ
と
受
け
や
す

く
す
る
な
ど
の
新
し
い
取
り
組
み
も

必
要
で
す
。
 

　
ポ
イ
ン
ト
 

               　
①
高
齢
者
の
健
診
に
介
護
予
防
の
 

　
　
た
め
の
検
査
項
目
を
追
加
 

　
②
肺
が
ん
対
策
と
し
て
、
ヘ
リ
カ
 

　
　
ル
Ｃ
Ｔ
健
診
を
検
討
 

　
③
検（
健
）診
デ
ー
タ
な
ど
を
個
人
 

　
　
ご
と
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
 

　
　
健
康
づ
く
り
に
き
め
細
か
く
利
 

　
　
用
で
き
る
態
勢
の
整
備
 

 【
介
護
予
防
の
取
り
組
み
】
 

　
こ
の
十
年
間
で
平
均
寿
命
は
飛
躍
 

的
に
延
び
、
脳
血
管
疾
患
の
有
病
率
 

も
半
減
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
要
介
 

護
高
齢
者
の
数
は
そ
れ
ほ
ど
減
少
し
 

て
い
な
い
た
め
、
介
護
予
防
の
推
進
 

が
急
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 
ポ
イ
ン
ト
 

 
①
虚
弱
高
齢
者
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
 

 
 
た
運
動
訓
練
計
画
の
展
開
 

 
②
検
診
か
ら
要
介
護
予
備
群
を
早
 

　私たちが聞き慣れている「平均寿命」 
は、ゼロ歳の子どもがこれから何年生き 
られるかを表したものですが、東北大学 
大学院の辻一郎教授が提唱する「健康寿 
命」とは、平均寿命の中で健康に暮らせ 
る期間が何年あるかを表しています。 
　日本は、平均寿命が80.9歳、健康寿命 
が74.5歳と6.4年の差があります。これは、 
寝たきりや痴呆などによる健康でない期 
間を示しており、その差を縮めるために 
「健康寿命延伸事業」を実施します。 

「健康寿命」を知っていますか？ 

健
康
で
 

　
百
歳
を
迎
え
る
た
め
に
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期
発
見
す
る
体
制
づ
く
り
 

　
③
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
生
き
が
 

　
　
い
活
動
な
ど
を
通
じ
、
閉
じ
こ
 

　
　
も
り
高
齢
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
 

　
④
介
護
保
険
非
該
当
者
や
要
支
援
 

　
　
者
に
対
す
る
介
護
予
防
体
制
の
 

　
　
整
備
、
人
材
育
成
 

 【
若
年
者
（
五
十
歳
未
満
）
に
 

 
 
 
対
す
る
取
り
組
み
の
強
化
】
 

　
今
回
の
調
査
で
一
番
驚
か
さ
れ
た
 

こ
と
は
若
年
者
（
五
十
歳
未
満
）
の
 

生
活
習
慣
が
著
し
く
悪
化
し
て
い
る
 

と
い
う
問
題
で
す
。
（
喫
煙
率
、
過

量
飲
酒
、栄
養
摂
取
、運
動
習
慣
等
）
 

こ
の
ま
ま
だ
と
、
十
年
後
の
町
の
健
 

康
状
態
が
非
常
に
心
配
さ
れ
ま
す
。
 

　
検（
健
）診
や
健
康
教
育
へ
の
五
十
 

歳
未
満
の
参
加
を
積
極
的
に
進
め
る
 

ほ
か
、職
域
保
健
活
動
と
の
連
携
や
、
 

学
校
保
健
の
場
、
学
校
行
事
な
ど
を

通
じ
た
若
年
層
が
参
加
し
や
す
い
体

制
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
 

 健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
て
 

　
町
で
は
、
「
単
な
る
長
生
き
、
痴
 

呆
や
要
介
護
期
間
が
延
び
る
だ
け
の

長
生
き
で
は
意
味
が
な
い
。
健
康
に

暮
ら
せ
る
期
間
を
延
ば
し
て
こ
そ
真

に
喜
ぶ
に
値
す
る
長
寿
で
あ
り
、
そ

れ
が
健
康
づ
く
り
の
最
大
の
目
標
で

あ
る
」
と
い
う
東
北
大
学
大
学
院
公

衆
衛
生
学
分
野
の
信
念
に
基
づ
き
、

更
な
る
健
康
の
町
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
 

 
　高齢者の運動機能向上のために、健膝貯筋教室を 
実施します。 
　これは、軽度変形性膝関節症を持つ在宅高齢者を 
対象に、筋肉トレーニングマシーンやセラバンドを 
使った運動訓練を実施するものです。１月からは、 
ケーブルテレビを活用した運動指導を実施します。 
　また、訓練をサポートしてくれる「健康運動推進 
員」のレベルアップのための教室も開催します。 
　　　　■実施時期  ８月から12月 
　　　　■実施地区  野沢・尾野本地区 
　　　　■実施場所  林業研修センター 

 
 
 
　脳卒中、心疾患対策として、昨年尾野本地区で実 
施した家庭血圧測定事業を、野沢地区を対象に実施 
します。これは、家庭血圧を知ることによる自己の 
健康状況の再確認を促すため、家庭血圧を測定して 
もらうものです。 
 
　■実施時期　11月（結果説明及び指導は２月） 
 
　■実施地区　野沢地区の700戸 

 
 
 
 
　基本健診を受診した方の中で、空腹時の血糖値が 
要指導と診断された方を対象に、生活改善プログラ 
ムによる個別健康教育を実施します。 
 
　■実施期間　７月から12月までの６ヵ月間 
 
　■実施地区　新郷地区……月２回（全12回） 
　　　　　　　奥川地区……月１回（全６回） 

 
 
 
 
　肺がん対策として、喫煙率の低下を目指すため、 
「喫煙対策推進委員会」を設置し、分煙化ガイドラ 
インや禁煙教育を徹底していきます。役場や公共機 
関での禁・分煙化も進めます。 
 
　　■実施時期　・７月に委員会を設置 
　　　　　　　　・本年度中に「分煙化ガイドライ 
　　　　　　　　　ン」を作成 
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次は君たちがまちづくりの主役に 

現計画のキーワードは「健康」 

         　
町
の
様
々
な
事
業
を
進
め
る
う
え
で
、
最
も
 

基
本
と
な
る
計
画
が
『
長
期
総
合
計
画
』
と
言
 

わ
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
現
在
、
第
二
次
の
 

計
画
に
基
づ
い
て
各
種
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
 

が
、
こ
の
計
画
は
本
年
度
が
最
終
年
度
と
な
る
 

た
め
、
新
た
に
平
成
十
七
年
度
か
ら
十
年
間
の
 

            で
な
く
、
町
民
の
み
な
さ
ん
（
町
内
事
業
所
や
 

各
種
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
も
含
め
）
の
 

ま
ち
づ
く
り
で
の
役
割
に
つ
い
て
も
計
画
に
盛
 

り
込
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
 

ば
「
ゴ
ミ
の
問
題
」
で
は
、
役
場
が
収
集
の
手
 

配
を
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
町
民
の
 

み
な
さ
ん
が
ゴ
ミ
の
分
別
排
出
に
協
力
す
る
と
 

い
う
よ
う
な
役
割
も
計
画
に
位
置
付
け
す
る
こ
 

と
に
な
り
ま
す
。
 

    　
平
成
十
五
年
度
は
、
本
格
的
な
策
定
に
入
る
 

前
の
準
備
と
し
て
、
現
在
の
計
画
の
評
価
検
証
、
 

町
の
現
状
分
析
、
町
の
状
況
を
示
す
デ
ー
タ
の
 

収
集
な
ど
の
基
礎
調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
今
後
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
 

な
が
ら
、
役
場
各
課
の
職
員
に
よ
る
策
定
組
織
 

「
策
定
事
務
局
」
で
基
本
構
想
、
基
本
計
画
の
 

案
を
作
成
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
出
来
上
が
っ
た
案
は
、
最
終
的
に
町
議
会
の
 

議
決
を
経
て
、
実
施
に
移
さ
れ
ま
す
。
 

を
示
し
た
も
の
）、さ
ら
に
具
体
的
な
事
業
計
画
 

で
あ
る
平
成
十
七
〜
十
九
年
度
の
三
ヵ
年
の
実

施
計
画
（
毎
年
度
見
直
し
）
に
よ
り
構
成
し
ま

す
。
 

                       　
今
回
の
長
期
総
合
計
画
の
策
定
で
は
、
出
来
 

る
だ
け
多
く
町
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
聞
く
 

機
会
を
設
け
、
議
論
を
深
め
な
が
ら
、
み
ん
な
 

で
理
想
的
な
将
来
像
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
 

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
 

や
町
民
の
代
表
者
に
よ
る「
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
 

の
開
催
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
今
回
は
、
行
政
（
役
場
）
の
仕
事
だ
け
 

         計
画
づ
く
り
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
今
回
は
、
新
し
い
計
画
（
第
三
次
）
づ
く
り
 

に
向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
 

ま
す
。
 

    　
長
期
総
合
計
画
は
、
町
が
行
う
ま
ち
づ
く
り
 

の
考
え
方
や
方
針
を
示
す
最
も
基
本
的
な
計
画
 

で
す
。
町
の
行
う
事
務
や
事
業
は
す
べ
て
こ
の
 

計
画
を
基
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
例
え
ば
、
現
 

在
の
計
画
の
基
本
理
念
（
一
番
基
と
な
る
考
え
 

方
）
と
な
っ
て
い
る
「
す
べ
て
に
や
さ
し
い
健
 

康
の
ま
ち
　
に
し
あ
い
づ
」
は
、
町
が
行
う
す
 

べ
て
の
事
業
の
根
底
に
あ
る
考
え
方
と
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

    　
今
回
策
定
す
る
長
期
総
合
計
画
は
、
平
成
十
 

七
〜
二
十
六
年
度
の
十
年
間
の
基
本
構
想
（
基
 

本
的
な
考
え
方
や
目
標
）
と
平
成
十
七
〜
二
十
 

一
年
度
の
前
期
五
ヵ
年
の
基
本
計
画
（
目
標
を
 

実
現
す
る
た
め
に
ど
ん
な
取
組
み
を
す
る
の
か
 

描
こ
う
　
明
る
い
未
来
 

第
三
次
西
会
津
町
長
期
総
合
計
画
の
策
定
に
着
手
 

今
回
の
策
定
の
ポ
イ
ン
ト
 

こ
れ
ま
で
の
経
過
と
今
後
の
作
業
 

長
期
総
合
計
画
の
構
成
 

長
期
総
合
計
画
と
は
 

第三次西会津町長期総合計画の構成 
平成17年 平成26年 平成21年 

基本構想10ヵ年 

基本計画前期５ヵ年 

実施計画３ヵ年 

＝今回策定 

基本計画後期５ヵ年 



5

人口の推移（国勢調査） 

人口の年齢別割合の推移（国勢調査） 

昭40

昭45 昭55 平２ 平12

27.3

61.8

10.9

17.7

66.3

16.0

15.9

59.6

24.5

13.3

50.8

65歳以上 

35.9

0％ 

産業別就業者数の推移（国勢調査） 

昭40 昭45 昭50 昭55 昭60 平２ 平７ 平12
0

1000

2000

3000

4000

5000

6000
人 

20％ 

40％ 

60％ 

80％ 

100％ 

人 
18000

16,407

14,200

12,505
11,490

10,701 10,122 9,845
9,075

16000

14000

12000

10000

8000

6000

4000

2000

0
昭45 昭50 昭55 昭60 平２ 平７ 平12

15～64歳 
0～14歳 

第１次産業 
第２次産業 
第３次産業 

過去30年間の10年間ごとの月別平均積雪量 
（町建設課データ） 

12月 

cm

昭49～昭58

0

50

100

150

200

250

300

350

昭59～平４ 
平５～平14

1月 2月 3月 

統
計
デ
ー
タ
か
ら
 

    　
計
画
を
つ
く
る
う
え
で
収
集
し
た
統
計
資
料

か
ら
、
町
の
状
況
を
示
す
デ
ー
タ
の
一
部
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
 

    　
西
会
津
町
の
人
口
は
、
高
度
経
済
成
長
期
の
 

昭
和
三
十
五
〜
五
十
年
ご
ろ
に
か
け
著
し
く
減
 

少
し
、
そ
の
後
緩
や
か
に
な
っ
た
も
の
の
依
然
 

と
し
て
減
少
を
続
け
て
い
ま
す
。
 

　
老
年
人
口
（
六
十
五
歳
以
上
）
の
割
合
は
、
 

年
々
上
昇
し
て
お
り
、
数
年
後
に
は
四
十
パ
ー
 

セ
ン
ト
を
超
え
る
見
込
み
で
す
。
逆
に
、
年
少
 

人
口
（
十
五
歳
未
満
）
の
割
合
は
、
子
ど
も
を
 

産
み
育
て
る
年
齢
層
の
減
少
に
伴
っ
て
、
低
下
 

し
て
い
ま
す
。
 

る
人
は
、
以
前
よ
り
雪
が
降
ら
な
く
な
っ
た
と
 

感
じ
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
 

ま
す
。
 

                   意
見
を
募
集
し
ま
す
！
 

　
長
期
総
合
計
画
策
定
の
参
考
と
す
る
た
め
、
 

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
 

郵
便
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
 

く
だ
さ
い
。
様
式
は
自
由
で
す
。
平
成
十
六
年
 

七
月
末
日
ま
で
受
付
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
 

役
場
企
画
調
整
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
 

い
。
 

 
　
　
　
　
　
　
 
　
│
４
５
３
６
 
 
 
 
 
 
 

 
フ
ァ
ッ
ク
ス
 
 
　
│
４
１
９
９
 

 
電
子
メ
ー
ル
 

 kikaku@
tow

n.nishiaizu.fukushim
a.jp

次
産
業
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
二
十
〜
三
十
 

歳
代
で
は
、
第
三
次
産
業
が
最
も
多
く
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

                         　
町
独
自
の
気
象
観
測
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
西
 

会
津
町
で
も
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
思
わ
れ
る
 

気
温
の
上
昇
が
見
ら
れ
ま
す
。
特
に
冬
場
の
気
 

温
の
上
昇
が
著
し
く
、
因
果
関
係
は
不
明
で
す
 

が
降
雪
量
も
過
去
三
十
年
間
を
見
る
限
り
、
明
 

ら
か
に
減
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
四
十
年
代
後
半
 

か
ら
五
十
年
代
に
か
け
て
の
豪
雪
を
覚
え
て
い
 

                      　
産
業
別
の
就
業
者
数
の
推
移
を
見
て
み
る
と
、
 

か
つ
て
最
も
多
か
っ
た
第
一
次
産
業
（
農
林
業
 

な
ど
）
は
、
昭
和
四
十
年
代
か
ら
急
激
に
減
少
 

し
、
昭
和
六
十
年
ご
ろ
に
は
第
二
次
産
業
（
製
 

造
・
建
設
業
な
ど
）
が
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
 

す
。第
三
次
産
業（
サ
ー
ビ
ス
・
小
売
業
な
ど
）
 

は
就
業
者
数
に
あ
ま
り
変
化
は
な
い
も
の
の
、
 

全
体
の
就
業
者
数
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
相
 

対
的
に
割
合
が
高
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
平
成
 

十
二
年
に
初
め
て
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
年
齢
別
に
産
業
別
就
業
者
数
を
見
る
と
、
平
 

成
十
二
年
調
査
で
、
六
十
歳
以
上
は
第
一
次
産
 

業
が
最
も
多
く
、
四
十
〜
五
十
歳
代
は
、
第
二
 

4545

統
計
デ
ー
タ
か
ら
 

気
　
象
　
の
　
変
　
化
 

産
　
業
　
の
　
変
　
化
 

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
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大勢の人で賑わったプレオープン見学会 

大盛況のミネラル野菜販売コーナー 

「ふるさと薬膳　櫟」で行われた薬膳メニューの試食 

         　
町
産
業
の
振
興
に
よ
る
地
域
経
済

活
性
化
を
目
的
に
、
そ
の
拠
点
施
設

と
し
て
商
業
団
地
内
に
地
域
資
源
活

用
総
合
交
流
物
産
館
が
本
年
三
月
に

完
成
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
物
産
館
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
見
 

         学
会
が
五
月
二
十
九
日
と
三
十
日
の
 

二
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
見
学
会
は
、
本
格
的
な
営
業
 

を
前
に
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
施
設
 

を
理
解
し
て
も
ら
い
、
交
流
の
場
と
 

し
て
広
く
利
活
用
を
図
っ
て
い
た
だ
 

く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。
 
 

　
会
場
に
は
、
オ
ー
プ
ン
開
始
前
か
 

ら
大
勢
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
 

 愛
称
は
 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
決
定
 

　
昨
年
十
二
月
に
、
こ
の
物
産
館
の
 

愛
称
を
町
民
の
み
な
さ
ん
に
広
く
募
 

集
し
た
と
こ
ろ
、
四
十
五
点
の
応
募
 

が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
審
査
の
結
果
、岩
原
榮
子
さ
ん（
五
 

町
内
）
の
「
交
流
物
産
館
　
よ
り
っ
 

せ
」
に
決
ま
り
ま
し
ま
し
た
。
 

　
「
交
流
物
産
館
　
よ
り
っ
せ
」
と
 

い
う
愛
称
に
は
、
み
な
さ
ん
に
愛
さ
 

れ
親
し
ま
れ
る
物
産
館
に
な
っ
て
ほ
 

し
い
。
ま
た
、
会
津
の
方
言
に
あ
る
 

「
よ
っ
て
が
ん
し
ょ
」
や
「
よ
ら
ん
 

し
ょ
」
の
よ
う
な
意
味
が
あ
り
、
ぜ
 

         ひ
寄
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
、
さ
ら
に
 

何
度
も
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
 

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

  施
設
概
要
 

　
一
階
は
、
主
に
販
売
フ
ロ
ア
に
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

【
農
林
産
物
直
売
コ
ー
ナ
ー
】
 

　
に
し
あ
い
づ
健
康
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
 

普
及
会
が
主
体
と
な
り
、
ト
マ
ト
、
 

キ
ュ
ウ
リ
、
レ
タ
ス
、
ニ
ン
ジ
ン
な

ど
、
地
元
で
採
れ
た
新
鮮
な
旬
の
ミ

ネ
ラ
ル
野
菜
を
販
売
し
て
い
き
ま
す
。
 

 【
物
産
販
売
コ
ー
ナ
ー
】
 

　
町
内
外
の
特
産
品
・
交
流
市
町
村
 

の
物
産
な
ど
を
は
じ
め
、
特
色
あ
る
 

新
た
な
物
産
を
販
売
し
ま
す
。
 

 【
レ
ス
ト
ラ
ン
コ
ー
ナ
ー
】
 

　
「
西
会
津
の
郷
土
色
を
創
る
会
」
 

の
み
な
さ
ん
が
主
体
と
な
り
運
営
す
 

る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ふ
る
さ
と
薬
膳
　
 

櫟
」
で
は
、
中
国
薬
膳
の
考
え
方
と
 

郷
土
料
理
を
ベ
ー
ス
に
、
本
町
な
ら
 

で
は
の
旬
の
食
材
を
使
い
、
病
気
の
 

予
防
や
健
康
の
増
進
を
目
的
と
し
た
 

「
ふ
る
さ
と
薬
膳
」
や
そ
の
他
豊
富
 

な
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
揃
え
、
提
供
し
 

ま
す
。
 

 【
体
験
実
習
室
】
 

　
本
町
の
民
俗
芸
能
・
伝
統
工
芸
な
 

ど
を
紹
介
し
、
実
際
に
触
れ
て
、
体
 

験
し
て
も
ら
う
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
広
 

場
と
し
て
活
用
し
ま
す
。
 

 　
二
階
は
、
施
設
管
理
室
の
ほ
か
、
 

会
議
や
研
修
、
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
の
 

研
修
交
流
室
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 【
研
修
交
流
室
】
 

　
会
議
・
研
修
等
の
対
応
の
場
、
そ
 

の
ほ
か
誘
客
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
 

ト
等
に
活
用
し
ま
す
。
 

                  グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
へ
向
け
て
 

　「
交
流
物
産
館
　
よ
り
っ
せ
」の
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
は
、「
道
の
駅
」
登
 

録
決
定
後
を
予
定
し
て
い
ま
す
。「
道
 

の
駅
」
の
登
録
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

八
月
下
旬
に
な
る
見
込
み
で
す
。
 

　
な
お
、
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
販
売
に
 

つ
い
て
は
、「
交
流
物
産
館
　
よ
り
っ
 

せ
」
内
で
毎
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
 

一
時
ま
で
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
の
ほ
か
、
ミ
ネ
ラ
ル
米
や
ミ
ネ
ラ
 

ル
野
菜
ボ
ッ
ク
ス
の
地
方
発
送
も
行
 

っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
 

さ
い
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
 
農
林
課
 
 
 
　
│
４
５
３
１
 

45

プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
 
が
 

い
ち
い
 

いちい 
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上野尻地区を中心に広がるセラバンドを使った貯筋運動 

　色　　　　対象者 

　　　　・初めての方 

　　　　・病後で筋力 

肌　色　　が低下して 

　　　　　いる方 

　　　　・高齢の方 

 

肌・黄　・成人女性 

 
黄・赤　・成人男性 

背中の筋肉をきたえ、姿勢を良く 
します。 

１．脚を肩幅に開いて座ります。 
２．両肘を後ろに引きながら、肩 
　　～胸を開きます。 

背中の運動 
お尻の横の筋肉をきたえ、日常動 
作のバランスを改善します。 

１．床に仰向けになります。 
２．つま先を天井に向けたまま、 
　　肩幅まで脚を開きます。 

股関節の運動 
太ももの前の筋肉をきたえ、膝痛 
を予防します。 

１．両手を太ももの上に置きます。 
２．つま先を天井に向けたまま、 
　　ゆっくりと膝を伸ばします。 

膝伸ばしの運動 

 

                            　
他
に
も
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
分
り
や
す
く
 

紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。
 

  
 
午
前
６
時
〜
上
半
身
の
運
動
 

 
 
午
後
２
時
〜
下
半
身
の
運
動
 

 
 
午
後
９
時
〜
上
・
下
半
身
の
運
動
 

 
 
※
夏
か
ら
新
し
い
運
動
を
紹
介
し
ま
す
 

の
筋
肉
を
き
た
え
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
 

　
安
価
で
場
所
を
選
ば
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
メ
ニ
 

ュ
ー
を
楽
し
め
る
の
が
特
徴
で
す
。
 

   　
セ
ラ
バ
ン
ド
は
ゴ
ム
の
強
度
を
色
で
示
し
て

お
り
、
自
分
の
筋
力
に
合
わ
せ
た
も
の
を
選
ぶ

こ
と
が
大
切
で
す
。
〔
左
表
〕
 

　
１
本
の
長
さ
は
、
「
自
分
の
身
長
よ
り
　
㎝
 

長
く
」
を
目
安
に
切
り
ま
し
ょ
う
。
 

             ①
ゴ
ム
を
伸
ば
す
と
き
は
、
大
き
く
息
を
吐
き

　
な
が
ら
行
う
。
（
戻
す
と
き
に
吸
う
）
 

②
使
っ
て
い
る
筋
肉
が
ど
こ
な
の
か
意
識
し
て
、
 

　
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ス
ピ
ー
ド
で
行
う
。
 
 

③
初
め
は
で
き
る
回
数
か
ら
。
目
標
は
　
回
。
 

④
疲
れ
て
き
て
フ
ォ
ー
ム
が
乱
れ
て
き
た
と
感
 

 
じ
た
ら
、
一
旦
休
み
ま
し
ょ
う
。
 

⑤
週
に
２
〜
３
回
の
頻
度
で
行
う
。
 

　
　
※
や
り
す
ぎ
は
逆
効
果
で
す
！
 

 
セ
ラ
バ
ン
ド
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
保
健
 

セ
ン
タ
ー
ま
で
。
 
 
 
 
　
　
│
２
３
０
６
 

　
町
で
は
、
誰
も
が
元
気
で
百
歳
を
迎
え
る
た
 

め
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
 

つ
に
「
貯
筋
運
動（
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）」
が
 

あ
り
ま
す
。
 

　
筋
肉
は
、
使
わ
な
い
で
い
る
と
細
く
な
り
、
 

歩
行
や
バ
ラ
ン
ス
機
能
に
支
障
が
で
て
、
寝
た
 

き
り
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
 

要
と
な
り
ま
す
。
 

　
筋
肉
は
年
齢
に
関
係
な
く
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
 

す
る
こ
と
で
増
や
し
、
貯
え
る
こ
と
が
で
き
ま
 

す
。
今
回
は
「
セ
ラ
バ
ン
ド
」
と
い
う
道
具
を
 

使
っ
た
貯
筋
運
動
を
紹
介
し
ま
す
。
 

   　
セ
ラ
バ
ン
ド
と
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
の
ゴ
 

ム
バ
ン
ド
の
こ
と
で
す
。
機
械
や
ダ
ン
ベ
ル
と
 

違
い
、
自
分
の
力
で
負
荷
を
か
け
、
体
の
内
側
 

20

47

10



8

投票手続きの大幅な簡素化 

 

  　
投
票
日
に
何
ら
か
の
用
事
で
投
票
 

区
域
外
へ
出
か
け
る
場
合
は
「
期
日
 

前
投
票
」
が
で
き
ま
す
。
 

○
投
票
期
間
 
 
 

　
　
選
挙
の
公
示
日
ま
た
は
告
示
日
 

　
の
翌
日
か
ら
選
挙
期
日
の
前
日
ま
 

　
で
 

○
時
　
　
間
 
 
 

 
午
前
８
時
　
分
〜
午
後
８
時
 

○
場
　
　
所
 
 
 

 
期
日
前
投
票
所（
役
場
前
駐
車
場
）
 

 ※
西
会
津
町
以
外
の
選
挙
管
理
委
員
 

会
、
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
等
に
お
け
 

る
投
票
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
 

「
不
在
者
投
票
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

  　
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
「
要
 

介
護
５
」と
記
載
さ
れ
て
い
る
方
は
、
 

新
た
に
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
 

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
 

ま
し
た
。
そ
の
場
合
、
事
前
に
郵
便

等
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
 

   　
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
 

き
る
選
挙
人
で
、
自
ら
投
票
の
記
載
 

が
で
き
な
い
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
 

た
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方
 

は
、
予
め
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
 

長
に
届
け
出
た
者
（
選
挙
権
を
有
す
 

る
者
に
限
る
）
に
記
載
さ
せ
る
こ
と
 

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

①
身
体
障
害
者
福
祉
法
上
の
身
体
障
 

 
害
者
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
に
上
 

 
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
 

 
１
級
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
 

 
人
 

②
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
上
の
戦
傷
 

 
病
者
で
、
戦
傷
病
者
手
帳
に
上
肢
 

 
ま
た
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
特
 

 
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま
で
で
あ
 

 
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
 

  
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
町
選
挙
管
理
委
員
会
 

 
 
 
 
 
 
 
 
　
│
２
２
１
１
 

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
 

で
も
代
理
記
載
が
で
き
ま
す
 

郵
便
等
に
よ
る
 

不
在
者
投
票
の
対
象
者
が
拡
大
 

期
日
前
投
票
 

45

30

　今年の参議院選挙から、これまでの不在者投票に替わり「期日前投票制度」が適用されます。 
　新しい制度は、従来の「投票用紙を封筒に入れ、それに署名する」という手続きが不要になり、投票がしや 
すくなりました。 

不在者投票が「期日前投票制度」に替わり、 
　　　　　　　　投票がしやすくなりました 

       　
　
　
　
　
日
本
人
が
ア
メ
リ
カ
に
 

　
　
　
　
行
っ
て
周
り
の
人
を
見
る
 

　
　
　
　
と
驚
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

な
ぜ
な
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
は
日
本
よ

り
も
太
っ
て
い
る
人
が
い
っ
ぱ
い
い

る
か
ら
で
す
。
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
人
は
、
甘
い
物

と
油
っ
こ
い
物
を
好
ん
で
食
べ
る
し
、
 

多
く
の
人
が
あ
ま
り
運
動
を
し
ま
せ

ん
。
遺
伝
も
関
係
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
確
か
な
理
由

の
一
つ
に
、
食
べ
物
の
量
が
関
係
し

て
い
ま
す
。
 

　
一
般
的
に
ア
メ
リ
カ
人
の
食
べ
る

量
は
多
い
で
す
が
、
特
に
レ
ス
ト
ラ

ン
は
、
か
な
り
の
量
の
食
事
が
出
ま

す
。
場
所
に
よ
っ
て
量
は
異
な
り
ま

す
が
、
日
本
人
が
ア
メ
リ
カ
の
レ
ス

ト
ラ
ン
に
行
く
と
び
っ
く
り
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
絶
対
に
食
べ
ら
れ

な
い
ぐ
ら
い
の
量
が
出
て
く
る
こ
と

も
時
々
あ
り
ま
す
。
で
も
、
ア
メ
リ

カ
人
は
そ
れ
に
加
え
て
、
前
菜
（
場

合
に
よ
り
肉
）
と
デ
ザ
ー
ト
を
注
文

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
残

す
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
か
し
、
 

ア
メ
リ
カ
は
日
本
と
違
っ
て
、
残
し

た
物
を
店
員
が
容
器
に
詰
め
て
く
れ
、
 

そ
れ
を
家
に
持
ち
帰
り
、
後
で
食
べ

る
の
が
普
通
で
す
。
一
回
レ
ス
ト
ラ

ン
に
行
く
と
二
回
分
の
食
事
に
な
る

場
合
が
多
い
で
す
。
け
れ
ど
も
、
持
 

国際交流員 
マイケル・レドヴィンカ 



9

　イベントなどをとおして町のＰＲを担 
う第８代目の「ミスおとめゆり」の選考 
会（町観光協会主催）が５月13日、町公 
民館で行われました。 
　須藤又市町観光協会副会長を始めとす 
る８人の審査員が選考にあたり、その結 
果、奥寺みつ美さん（下小屋）、佐藤晋子 
さん（杉山）、沼澤千博さん（２町内）の３ 
人が選ばれました。 
　新たに選ばれた３人は、「笑顔を大切 
にして町の良いところをＰＲしていきた 
い」と、これから２年間町の顔として活 
動する意気込みを語ってくれました。 

▲左から、奥寺さん、佐藤さん、沼澤さん 

　耶麻地区中学校体育大会の最初の大会と 
なる陸上競技大会が、５月19日、さゆり公 
園多目的広場で開催されました。 
　この大会が、全会津大会への予選を兼ね 
ていることから、その出場権と自己の記録 
更新を目指し、100ｍ走や走り高跳びなどの 
各種目で熱戦が繰り広げられました。 
　西会津中学校の選手たちは、応援に駆け 
つけた生徒たちの声援を受け、全力を尽く 
していました。 

ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
食
べ

物
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
「
頑
張
っ
て

い
っ
ぱ
い
食
べ
よ
う
」
と
思
う
の
で

太
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

　
な
ぜ
、
食
べ
切
れ
な
い
ほ
ど
、
食

事
の
量
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
？
な

ぜ
そ
ん
な
に
い
っ
ぱ
い
注
文
す
る
の

で
し
ょ
う
か
？
実
際
に
食
べ
ら
れ
る

量
よ
り
も
、
も
っ
と
食
べ
ら
れ
る
と

思
い
込
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
量
の
多
さ
に
安
心
を
感

じ
る
と
い
う
こ
と
も
大
切
な
理
由
の

一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
食
べ
物
が
い

っ
ぱ
い
あ
れ
ば
、
食
後
に
お
腹
が
空

く
は
ず
は
な
い
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ

で
は
、「
量
が
多
け
れ
ば
、
絶
対
に
満

足
に
な
る
」
と
考
え
、
喜
び
ま
す
。
 

　
ア
メ
リ
カ
は
太
り
や
す
い
国
で
す

が
、
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
ア
メ
リ
カ

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
次
の
英
語
を

覚
え
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。
 

「Excuse m
e, but could you put 

the rest of this in a box for m
e? 

（
す
み
ま
せ
ん
が
、
残
り
を
容
器
に

入
れ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
？
）
」
役
に

立
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

　
先
月
の
コ
ラ
ム
に
つ
い
て
少
し
訂

正
が
あ
り
ま
す
。 

　
文
中
、「
度
を
越
し
た『
自
由
』」 

と
あ
る
の
は「
度
を
越
し
た『
大
ざ
っ

ぱ
さ
』
」
で
あ
り
、
最
後
の
段
落
の

「
〜
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
」
ま
で
が
後
藤
さ
ん

の
書
い
た
内
容
と
な
り
ま
す
。
私
と

後
藤
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
の
意
図
し
た

内
容
と
少
し
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
訂
正
し
ま
す
。 

　ふくしま百名山の一つに数えられる須刈岳の 
山開きが、上野尻地区の実行委員会主催で４月 
29日に行われました。 
　今年で８回目となるこの山開きも年々参加者 
が増え、遠くは茨城県からと町内外から家族連 
れや小中学生など350人が参加。新緑の木々の中 
を通り、自分のペースで山頂を目指しました。 
　晴天に恵まれたこの日は、山頂からの眺めが 
素晴らしく、飯豊連峰をバックに記念撮影をし 
ている参加者もいました。 
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

お母さん、大丈夫ですよ。（キッズアートクラブ） 

渾身の一投の結果は……（ふるさとふれあい教室） 

頭の中では、作品の構想を練っているのかな……（奥川クラブ） 

みんな集中して頭から湯気が……（わんぱく塾） 

  

                　
今
後
、
各
教
室
で
は
、
夏
休
み
の
キ
ャ
ン
プ
 

を
中
心
に
、
日
常
生
活
で
は
経
験
し
に
く
い
こ
 

と
に
も
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い
く
予
定
で
す
。
 

　
開
講
式
終
了
後
、
わ
ん
ぱ
く
塾
で
は
頭
と
体
 

を
総
動
員
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
を
 

楽
し
み
ま
し
た
。
 

　
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
教
室
で
は
、
高
齢
者
に
 

人
気
の
輪
投
げ
に
挑
戦
。
子
ど
も
た
ち
は
な
か
 

な
か
上
手
に
で
き
ず
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
 

で
見
た
、
難
な
く
輪
投
げ
を
す
る
お
じ
い
さ
ん
、
 

お
ば
あ
さ
ん
た
ち
を
見
直
し
て
い
ま
し
た
。
 

               　
キ
ッ
ズ
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
で
は
、
ハ
サ
ミ
な
ど
 

を
駆
使
し
て
、
紙
コ
ッ
プ
を
か
わ
い
い
イ
ヌ
の
 

メ
モ
ス
タ
ン
ド
に
変
身
さ
せ
ま
し
た
。
 

　
奥
川
ク
ラ
ブ
こ
め
ら
っ
子
で
は
、
陶
芸
を
体

験
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
小
さ
な
手
で

粘
土
を
一
生
懸
命
こ
ね
、
思
い
思
い
の
作
品
を

作
り
ま
し
た
。
こ
の
日
の
作
品
は
、
し
ば
ら
く

自
然
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
、
炉
で
焼
く
予
定
で
す
。
 

　
な
お
、「
新
郷
少
年
教
室
」
は
、
学
校
と
の
連
 

携
を
図
り
な
が
ら
『
地
元
の
良
さ
の
再
発
見
』
 

を
本
年
度
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
今
月
開
講
 

し
ま
す
。
 

 　
小
学
生
を
対
象
に
し
た
「
に
し
あ
い
づ
　
わ
 

ん
ぱ
く
塾
」と「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
教
室
」が
 

５
月
８
日（
土
）
に
町
公
民
館
で
、「
キ
ッ
ズ
ア
 

ー
ト
ク
ラ
ブ
」が
５
月
　
日（
土
）に
西
会
津
中

学
校
で
開
講
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
先

駆
け
て
「
奥
川
ク
ラ
ブ
こ
め
ら
っ
子
」
が
４
月

　
日（
土
）に
開
講
し
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
ら
の
教
室
は
、
平
成
　
年
度
か
ら
始
ま
 

っ
た
完
全
学
校
週
五
日
制
に
対
応
す
る
も
の
で
、
 

学
校
や
家
庭
の
他
に
も
子
ど
も
の
活
動
拠
点
を
 

確
保
し
、
そ
こ
で
の
活
動
を
通
し
て
、「
自
ら
学
 

び
、自
ら
考
え
、自
ら
行
動
す
る
」こ
と
が
で
き
 

る
『
生
き
る
力
』
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
 

い
ま
す
。
 

　
わ
ん
ぱ
く
塾
に
は
　
人
、
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
 

い
教
室
に
は
　
人
、
キ
ッ
ズ
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
に
 

は
　
人
、
奥
川
ク
ラ
ブ
こ
め
ら
っ
子
に
は
奥
川

小
学
校
全
校
生
　
人
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
開

講
式
で
は
年
間
計
画
と
規
則
の
確
認
、
そ
し
て

自
己
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

少
年
教
室
　
続
々
開
講
 

15

14

27

34

31

50

24
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緑
と
山
菜
と
渓
流
の
里
に
健
脚
を
競
う
奥
川
 

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
今
年
も
盛
大
に
開
催
 

さ
れ
ま
す
。
 

　
「
緑
と
人
情
い
っ
ぱ
い
の
奥
川
路
を
堪
能
し
 

よ
う
」
を
合
言
葉
に
参
加
者
を
募
集
し
た
と
こ
 

ろ
、
町
内
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
く
は
兵
庫
県
な
ど

全
国
各
地
か
ら
た
く
さ
ん
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
 

年
齢
層
も
、
小
学
１
年
生
か
ら
　
歳
ま
で
と
幅
 

広
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
力
走
す
る
ラ
ン
ナ
ー
に
と
っ
て
、
沿
道
か
ら
 

の
声
援
が
一
番
の
力
の
元
で
す
。
 

　
大
会
当
日
は
、
ぜ
ひ
、
会
場
へ
応
援
に
来
て
 

く
だ
さ
い
。
 

大
会
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

◇
日
　
時
　
６
月
　
日
（
日
）
 

　
　
○
開

会

式
　
午
前
８
時
　
分
か
ら
 

　
　
　
※
午
前
８
時
　
分
頃
か
ら
、
奥
川
小
学
 

　
　
　
　
校
の
生
徒
に
よ
る
鼓
笛
隊
演
奏
が
あ

　
　
　
　
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

　
　
○
ス
タ
ー
ト
　
午
前
　
時
か
ら
順
次
 

　
　
○
最
終
ゴ
ー
ル
予
定
時
刻
　
正
午
 

 ◇
会
　
場
　
奥
川
小
学
校
（
ス
タ
ー
ト
・
 

　
　
　
　
　
　
←
　
→
　
　
　
　
 
ゴ
ー
ル
）
 

　
　
　
　
　
真
　
ヶ
　
沢
（
２
㎞
折
り
返
し
）
 

　
　
　
　
　
 
←
　
→
 

　
　
　
　
　
宮
　
　
　
野
（
３
㎞
折
り
返
し
）
 

　
　
　
　
　
 
←
　
→
 

　
　
　
　
　
古
屋
所
橋
手
前
（
５
㎞
折
り
返
し
）
 

　
　
　
　
　
 
←
　
→
 

　
　
　
　
　
極
　
　
　
入
（
　
㎞
折
り
返
し
）
 

 ◇
参
加
申
込
者
数
　
　
　
　
人
（
　
組
）
 

 【
車
両
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ
】
 

　
○
区
　
間
　
奥
川
保
育
所
前
か
ら
極
入
ま
で
 

　
○
時
　
間
　
午
前
９
時
　
分
か
ら
正
午
ま
で
 

※
車
両
通
行
止
め
に
つ
き
、
ご
協
力
お
願
い
し
 

　
ま
す
。
 

 【
駐
車
禁
止
場
所
の
お
知
ら
せ
】
 

　
①
国
道
　
号
線
（
全
面
禁
止
）
 

　
②
Ｊ
Ａ
会
津
い
い
で
奥
川
支
所
 

　
③
町
役
場
奥
川
支
所
 

※
大
会
当
日
は
、
応
援
の
方
の
駐
車
場
も
確
保
 

　
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
係
員
の
指
示
に
従
っ
 

　
て
く
だ
さ
い
。
 

　
（
三
月
号
か
ら
の
つ
づ
き
）
明
治
一
〇
年
、
 

小
島
忠
八
二
〇
歳
が
ど
の
よ
う
な
縁
を
も
っ
て
 

東
京
曙
新
聞
社
に
入
社
し
た
の
か
は
よ
く
分
か
 

ら
な
い
。
し
か
し
当
時
こ
の
新
聞
は
自
由
民
権
 

運
動
の
先
頭
に
立
っ
て
論
陣
を
張
り
（
吉
川
弘
文
館
 

『
国
史
大
辞
典
』）、そ
の
論
説
記
者
に
ハ
ル
夫
人
の
兄
 

の
上
條
信
次
が
い
た
の
で
あ
る
。
 

　
前
出
高
久
達
英
氏
が
ハ
ル
夫
人
の
生
家
、
長
 

野
県
和
田
村
 

へ
行
っ
て
の
 

発
見
に
よ
れ
 

ば
、
兄
信
次
 

は
今
の
東
大
 

の
前
身
の
大
 

学
南
校
で
業
 

を
修
め
、
明
 

治
九
年
同
紙
 

に
入
社
、
そ
 

こ
で
「
人
民
 

論
」
「
輿
論
 

に
つ
い
て
」
 

な
ど
を
論
じ
て
活
躍
し
て
い
た
（『
和
田
の
歴
史
』）。
 

　
妹
の
ハ
ル
は
、
そ
う
し
た
関
係
か
ら
東
京
に
 

出
て
い
た
所
、
兄
の
民
権
思
想
に
傾
倒
す
る
忠
 

八
青
年
と
出
会
い
、
相
思
相
愛
の
仲
と
な
っ
て
 

サ
ン
ボ
ウ
小
島
家
に
嫁
い
だ
の
で
あ
っ
た
。
 

　
翌
一
一
年
、
野
沢
で
は
恩
師
渡
部
思
斎
と
先
 

輩
の
山
口
千
代
作
が
県
会
議
員
と
な
り
、
千
代
 

作
は
喜
多
方
愛
身
社
結
成
の
発
起
人
に
な
る
な
 

ど
指
導
的
な
自
由
民
権
家
と
な
っ
て
い
た
。
 

　
忠
八
夫
妻
が
い
つ
帰
郷
し
た
の
か
は
よ
く
分
 

か
ら
な
い
が
、
忠
八
は
同
一
五
年
三
月
会
津
三
 

方
道
路
問
題
の
六
郡
連
合
会
議
員
と
な
り
、
同
 

八
月
一
七
日
若
松
清
水
屋
旅
館
に
お
い
て
宇
田
 

成
一
ら
と
会
合
中
に
会
津
帝
政
党
員
の
襲
撃
を
 

受
け
、
危
う
く
難
を
逃
れ
て
夫
人
を
ホ
ッ
と
さ
 

せ
た
が
、
そ
れ
も
束
の
間
、
有
名
な
喜
多
方
事
 

件
勃
発
二
日
前
の
一
一
月
二
六
日
、
つ
い
に
若
 

松
警
察
署
に
逮
捕
収
監
の
弾
圧
に
遭
う
。
 

　
そ
の
た
め
に
夫
人
は
夫
と
同
志
の
差
入
れ
や
 

救
援
に
七
里
の
山
道
を
若
松
署
に
通
う
こ
と
に
 

な
る
の
だ
が
、
何
し
ろ
「
艶
麗
花
の
如
し
」
と
 

『
福
島
民
権
家
列
伝
』
に
謳
わ
れ
た
美
人
で
あ
 

る
か
ら
獄
吏
ら
は
「
目
の
正
月
」
と
ば
か
り
に
 

毎
度
毎
度
「
年
は
い
く
つ
で
名
は
何
と
」
な
ど
 

と
族
籍
ま
で
も
尋
ね
て
し
つ
こ
い
の
で
、
つ
い
 

に
柳
眉
を
逆
立
て
、
そ
の
朱
唇
よ
り
「
元
は
大
 

名
の
姫
な
れ
ど
も
今
は
百
姓
の
女
房
で
ご
ざ
ん
 

す
！
」
と
啖
呵
を
切
り
、
獄
吏
た
ち
の
ド
肝
を
 

抜
い
た
と
『
会
津
民
権
史
』
は
述
べ
る
。
 

　
年
移
り
明
治
三
九
年
、
野
沢
村
は
雷
山
に
山
 

県
有
朋
揮
毫
の
日
露
戦
役
紀
念
碑
を
建
立
し
、
 

そ
の
除
幕
式
で
捧
げ
た
斎
藤
兵
鬼
千
村
長
の
謝
 

辞
の
中
に
ハ
ル
夫
人
は
愛
国
婦
人
会
幹
事
と
し
 

て
堂
々
と
列
す
る
が
、
往
年
の
闘
士
の
夫
君
は
 

「
有
志
者
ノ
部
」
で
一
括
り
に
な
っ
て
居
る
の
 

が
何
と
も
微
笑
ま
し
い
の
で
あ
っ
た
。
（
完
）
 

　

〔
付
記
〕忠
八
翁
は
大
正
一
一
年
六
六
歳
で
没
し
、
ハ
ル
夫
人
は
昭
和
 

　
八
年
七
七
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
 

　
　
本
編
も
本
号
通
算
一
九
一
回
を
も
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
ご
愛
読
を
 

　
感
謝
し
つ
つ
終
了
と
い
た
し
ま
す
。
 

会
津
民
権
史
 

の
紅
一
点
 

つ
か
 

う
た
 

ご
く
り
 

り
ゅ
う
び
 

し
ゅ
し
ん
 

か
み
な
り
や
ま
 

や
ま
 

が
た
あ
り
と
も
き
ご
う
 

さ
さ
 

く
く
 

ほ
ほ
え
 

た
ん
か
 

あ
 

あ
け
ぼ
の
 

よ
ろ
ん
 

小島忠八翁と50歳代のハル夫人 
（『会津民権史』より転載） 

声援を受けてスピードアップ！（昨年の大会） 

20

30

15

10
10

749

699

30

459

79

（
コ
ー
ス
）
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みんなの広場 みんなの広場 
新
田
　
　
篤
 

　
　
〔
程
　
窪
〕
 
さ ん 

好
き
な
西
会
津
の
風
景
は
？
 

　
鳥
追
観
音
の
駐
車
場
か
ら
見
え
る
風
景
 

　
（
山
々
の
景
色
が
キ
レ
イ
だ
か
ら
。
あ
 

　
と
、
今
年
4
月
に
行
っ
た
と
き
、
近
く
 

　
に
ヤ
ギ
が
い
た
こ
と
も
印
象
に
残
っ
て
 

　
い
ま
す
。
）
 

熱中していることは？ 
　インターネット（特に車に 
ついて調べること） 
 
最近感動したことは？ 
　子どもが自転車に乗れるよ 
うになったこと 
 
自分を一言で表現するとしたら？ 
　優柔不断 

町の魅力をどこに感じますか？ 
　子どもと一緒に遊べるさゆ 
り公園やフレンズワールドな 
どの施設が整っているところ 
 
あなたのモットーは？ 
　よく考えて行動する 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｓ．Ｔさん（長桜） 

　
西
会
津
高
校
で
は
、
今
年
４
月
か
ら
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
を
取
得
 

出
来
る
福
祉
ケ
ア
コ
ー
ス
が
開
始
さ
れ
、
週
８
時
間
の
授
業
が
履
修
出
 

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
そ
こ
で
、
今
月
は
、
福
祉
ケ
ア
コ
ー
ス
を
履
修
し
て
い
る
２
年
の
長
 

谷
川
愛
さ
ん
〔
３
町
内
〕
と
伊
藤
睦
さ
ん
〔
５
町
内
〕
に
伺
い
ま
し
た
。
 

　
長
「
将
来
、
福
祉
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
高
校
 

の
と
き
に
基
礎
を
学
ん
で
お
き
た
い
と
思
っ
た
こ
と
と
、
寝
た
き
り
だ
 

っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
家
族
全
員
で
介
護
し
て
い
た
経
験
が
こ
の
コ
ー
 

ス
を
選
ぶ
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
福
祉
の
仕
事
は
、
い
つ
も
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
大
切
だ
と
思
 

っ
て
い
ま
す
。
春
休
み
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
て
、
介
護
さ
れ
る
 

側
と
の
信
頼
関
係
が
重
要
な
ん
だ
な
と
、
奥
の
深
さ
を
知
り
ま
し
た
。」
 

　
伊
「
中
学
生
の
と
き
に
、
さ
ゆ
り
の
園
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
ん
 

で
す
。
車
イ
ス
掃
除
や
食
事
の
配
膳
、
散
歩
な
ど
を
手
伝
っ
た
ん
で
す
 

け
ど
、
そ
の
と
き
に
、
施
設
の
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
が
『
楽
し
 

か
っ
た
よ
、
ま
た
来
て
ね
』
っ
て
笑
顔
で
言
う
ん
で
す
。
そ
の
笑
顔
が
 

忘
れ
ら
れ
な
く
て
、
福
祉
を
勉
強
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
 

　
福
祉
の
仕
事
は
大
変
だ
と
思
う
け
ど
、
相
手
の
喜
ん
だ
笑
顔
を
見
ら
 

れ
る
の
が
一
番
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
」
 

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

　
二
人
と
も
福
祉
の
学
 

校
に
進
学
し
て
、
長
谷
 

川
さ
ん
は
、
介
護
福
祉
 

士
か
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
 

ー
に
、
伊
藤
さ
ん
は
児
 

童
養
護
施
設
の
先
生
に
 

な
り
た
い
と
、
こ
れ
か
 

ら
の
目
標
に
つ
い
て
も
 

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

　長谷川大介さん（５月号から） 
◆  メッセージ  ◆ 
　いつまでも酒の飲める体を作っ 
ていきましょう。 

施設で車イスを押す長谷川さん（右）と伊藤さん 
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　相　談　内　容　 　　相　談　日　　　　時　　　間 

一 般 的 な 相 談　毎週月～金曜日　午前9時～午後5時 

専門

 年金・保険　第２・４　月曜日　 

 法　　　律　第２～４　火曜日　
午後１時30分

 

 税　　　金　第２・４　水曜日　　
～午後3時30分

 

 医　　　療　第２　　　木曜日　
　　※要予約

 

 健康・介護　第４　　　木曜日 

 住宅増改築　第２・４　金曜日 

　水道法の改正により貯水槽（受水槽、高架タンクなど）水道設 
置者は、有効容量に応じて次のように定期的な清掃や点検、水質 
検査など適正な管理が義務付けられました。 

【問い合わせ先】会 津 保 健 所　　０２４２－２９－５５２１ 
　　　　　　　　町　水　道　課　　　　　　　４５－４５３０ 

区　　分 簡易専用水道 

①水槽の清掃（年１回）。 
②水槽の点検と汚染防止措置の実施。 
③給水栓において色・味・臭いなどで異常が判明し 
　た場合は必要な項目を検査する。 
④供給する水が人体に害を及ぼす恐れがあると知っ 
　た場合は直ちに給水を停止し、関係者に周知する。 

・水質検査の実施 
・指定検査機関の 
　管理状況検査 

 
水質検査の実施（年１回） 

準簡易専用水道 小規模受水槽水道 
受水槽の 
有効容量 

１０ｍ３以上 

管理基準 

管理基準 

５ｍ３～１０ｍ３ ５ｍ３未満 

　飯豊連峰の美しさに感動し、登山知識を学び、登山 
を通してお互いの親睦を深めてみませんか。 
　詳しくは問い合わせ先まで。 
 
　　　　■参加資格 
　　　　　中学生以上で健康・健脚な方 
　　　　■参 加 費 
　　　　　中学生……１万３千円 
　　　　　大　人……１万６千円 
　　　　■期　　日 
　　　　　７月25日（日）～27日（火） 
　　　　■申込締切 
　　　　　６月21日（月）まで 
　　　　　（先着70人になり次第締切ります） 
 
【問い合わせ先】 
　　　　地域振興課　　４５－２２１３ 

  

  　
高
齢
者
宅
に
電
話
を
か
け
「
お
れ
 

（
私
）
だ
け
ど
」
と
言
っ
て
息
子
や
 

孫
を
装
い
、
高
齢
者
に
高
額
の
お
金
 

を
振
り
込
ま
せ
る
詐
欺
事
件
が
多
発
 

し
て
い
ま
す
。
 

　
名
前
を
名
乗
ら
な
い
不
審
な
電
話
 

に
は
一
旦
電
話
を
切
り
、
家
族
に
連
 

絡
を
取
る
な
ど
、
必
ず
事
実
を
確
認
 

し
、
詐
欺
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
注
 

意
し
ま
し
ょ
う
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
西
会
津
交
番
　
　
　
│
２
０
４
９
 

　
町
役
場
町
民
生
活
課
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
５
 

   　
高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
抱
え
て
い
 

る
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
の
無
料
相
 

談
を
電
話
、
来
所
、
手
紙
、
電
子
メ
 

ー
ル
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
。ま
た
、
 

本
年
度
か
ら
一
部
専
門
相
談
日
が
変
 

わ
り
ま
し
た
の
で
詳
細
に
つ
い
て
は
 

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

                   【
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先
】
 

福
島
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
 

 
 
　
　
０
２
４
│
　
│
２
２
２
５
 

 
電
子
メ
ー
ル
 

　choju@
fukushim

akenshakyo. 

　or.jp

   　
現
在
、
農
業
者
年
金
を
受
給
し
て
 

い
る
方
は
、
受
給
資
格
を
確
認
す
る
 

た
め
、
期
日
ま
で
に
現
況
届
を
農
業
 

委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
 

せ
ん
。
 

▼
提
出
期
限
　
６
月
　
日
 

　
な
お
、
提
出
方
法
等
に
つ
い
て
不

明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
農
業
委
員
会
事
務
局
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
４
５
３
２
 

524

45

45

29
14

（月） 

24

（木） 

28

30

30

（月） 

30

45

  　
精
神
的
な
悩
み
で
困
っ
て
い
る
人
 

や
そ
の
家
族
に
、
精
神
科
医
師
等
が
 

相
談
に
応
じ
ま
す
。
事
前
に
予
約
が
 

必
要
で
す
。
 

　
▼
日
時
　
６
月
　
日
　
・
 

 
 
 
　
　
 
 
　
日
　
・
　
日
 

　
　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
〜
 

　
　
　
　
　
　
　
午
後
３
時
　
分
 

　
▼
場
所
　
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
 

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
 

　
　
　
０
２
４
２
│
　
│
５
２
７
５
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長谷川　キヨノ（94）成　男　　祖母　　１町内 

海老名　沓　子（77）六　郎　　妻　　３町内 

佐　藤　愛　子（84）　賢　　　母　　６町内 

長谷川　フヂ子（74）孝　志　　母　　下小屋 

三　留　傳太郎（92）南海雄　　父　　縄　沢 

佐　藤　乕　一（88）主　美　　父　　下野尻 

鈴　木　テル子（71）岩崎一典　　母　　下野尻 

佐　藤　イ　セ（78）孝　一　　母　　熊　沢 

◆日時　６月 7日（月） 
　　　　　　28日（月） 
　　　　午前９時～ 
 
◆場所　老人憩の家 
 
◆電話　４５－４２５９ 

6月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 
○ケーブルテレビ使用料 

6月10日（木） 納期限 

6月30日（水） 納期限 

○町県民税第１期 
○国民健康保険税第1期 
○介護保険料第1期 

人　口　　８，９８５人　　　＋　１人 
　男　　　４，３６９人　　　＋　３人 
　女　　　４，６１６人　　　－　２人 
世　帯　　２，９７４世帯　　＋　４世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

渡　部　愛　美　　照幸・ゆかり　黒　沢 
まな み 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 

　
　
　
　
　
　
今
月
号
を
も
っ
て
根
 

　
　
　
　
　
本
さ
ん
の
「
郷
土
史
探
 

　
　
　
　
　
訪
」
が
終
了
と
な
っ
て
 

し
ま
い
ま
し
た
。
▼
通
算
　
回
で
す
 

か
ら
、
約
　
年
間
連
載
し
て
い
た
だ
 

い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
▼
町
内
外
 

を
問
わ
ず
、
多
く
の
フ
ァ
ン
の
方
が
 

「
郷
土
史
探
訪
」
を
愛
読
さ
れ
て
い
 

る
と
思
う
と
本
当
に
残
念
で
す
。
▼
 

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

地　　区 

小　　野　　病　　院 

き た か た 診 療 所 

白虎ファミリークリニック 

いいづかファミリークリニック 

遠 藤 皮 膚 科 医 院 

星　　　医　　　院 

鳴　　瀬　　病　　院 

大　　竹　　内　　科 

丸山内科小児科医院 

佐　　藤　　病　　院 

鏡 渕 外 科 胃 腸 科 

有　　隣　　病　　院 

君島内科消化器科クリニック 

に い で ら 診 療 所 

わたなべクリニック 

入澤泌尿器科内科クリニック 

あかぎ内科消化器科医院 

0241（22）0414 

0241（23）3611 

0242（37）7866 

0242（32）3330 

0242（27）0883 

0242（83）2136 

0241（24）3333 

0241（22）0241 

0242（27）5553 

0242（26）3515 

0242（27）3225 

0241（24）5021 

0241（24）5800 

0242（38）3676 

0242（24）0506 

0242（38）3711 

0242（83）0303

13 
（日） 

20 
（日） 

27 
（日） 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

会津坂下町 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

会津坂下町 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 

地　　区 

宮　　城　　歯　　科 

神　　田　　歯　　科 

補　生　堂　歯　科 

菊　　地　　歯　　科 

物　　江　　歯　　科 

平山歯科矯正歯科 

0241（22）7454 

0242（24）1182 

0241（45）4188 

0242（27）8111 

0241（23）1661 

0242（27）0425

13 
（日） 

20 
（日） 

27 
（日） 

喜多方市 

会津若松市 

西会津町 

会津若松市 

喜多方市 

会津若松市 

お
詫
び
と
訂
正
 

　
５
月
号
９
頁
中
、
群
岡
小
学
 

校
校
長
の
名
前
が
誤
っ
て
お
り
 

ま
し
た
。
 

（
誤
）
佐
藤
栄
喜
校
長
 

（
正
）
酒
井
栄
喜
校
長
 

訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
 

す
。
 

16

191

竒 


